
望月よしひさ望月よしひさ
長野県議会議員としてスタート！

県政報告
第１号

　
昨
年
四
月
の
県
議
選
で
初
当
選
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
ま
ん
延
等
、
県
民
生
活
に
多
大
な

被
害
・
影
響
を
与
え
る
出
来
事
が
あ
り
、
為
す
べ

き
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
県
民
の
代
表
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
想
い
を
県
政

に
届
け
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地

域
社
会
を
創
り
、
子
ど
も
達
の
未
来
を
守
る
活
動

に
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問   

堤
防
と
排
水
機
場
の
改
良
復
旧
に
つ
い
て

　
穂
保
の
決
壊
は
越
水
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
同

じ
く
越
水
に
よ
り
決
壊
寸
前
だ
っ
た
箇
所
は
他
に
も

多
数
あ
る
。
破
堤
、
破
壊
さ
れ
た
堤
防
の
改
良
復
旧

と
弱
小
堤
防
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
信
濃
川
水
系

河
川
整
備
計
画
の
見
直
し
と
千
曲
川
堤
防
の
強
化
、

立
ヶ
花
狭
窄
部
、
戸
狩
狭
窄
部
の
開
削
、
無
堤
地
区

の
解
消
を
引
き
続
き
国
に
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、

県
管
理
河
川
に
お
い
て
も
、
越
水
等
に
耐
え
ら
れ
る

堤
防
の
整
備
が
必
要
。
裏
法
面
を
保
護
す
る
耐
越
水

工
法
等
の
採
用
は
考
え
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
今
回

の
内
水
氾
濫
に
お
い
て
は
、
浸
水
に
よ
り
機
能
停
止

し
た
排
水
機
場
も
あ
り
、
千
曲
川
の
水
位
が
減
少
し

て
か
ら
も
排
水
で
き
ず
に
被
害
が
拡
大
し
た
事
例
も

あ
っ
た
。
今
後
、排
水
機
場
の
復
旧
や
新
設
に
当
た
っ

て
は
浸
水
へ
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
弁
（
建
設
部
長
）

　
堤
防
の
構
造
は
土
に
よ
る
盛
土
が
原
則
で
あ
る
が
、

昨
今
、
全
国
各
地
で
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
越
水
し
て
も
決
壊
を
遅
ら
せ
る

こ
と
で
被
害
を
最
小
化
し
、
十
分
な
避
難
時
間
を
確

保
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
粘
り
強
い
堤
防
と
し
て
い

く
方
針
が
国
か
ら
示
さ
れ
、
民
間
企
業
に
お
い
て
は

堤
防
強
化
に
関
す
る
様
々
な
工
法
が
開
発
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
、
破
堤
に
よ
る
社
会
的
影
響
が
大
き
い

箇
所
か
ら
堤
防
強
化
と
そ
の
工
法
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
て
も
同
様
に
堤
防
強

化
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。
排
水

機
場
の
耐
水
化
に
つ
い
て
は
、
止
水
壁
の
新
設
ま
た

は
か
さ
上
げ
、
防
水
扉
の
新
設
、
電
気
機
械
設
備
の

か
さ
上
げ
等
の
方
法
に
よ
り
、
被
災
し
た
際
の
浸
水

高
さ
を
対
象
と
し
た
防
水
・
耐
水
処
理
が
復
旧
の
対

象
と
な
る
。
ま
た
、
新
た
に
排
水
機
場
を
整
備
す
る

場
合
に
お
い
て
は
、
過
去
の
浸
水
実
績
等
を
勘
案
し
、

浸
水
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
が

基
本
と
考
え
て
い
る
。
排
水
機
場
の
浸
水
に

対
す
る
安
全
性
の
確
保
は
、
周
辺
地
域
の
浸

水
被
害
軽
減
の
た
め
に
重
要
な
の
で
、
復
旧

に
際
し
て
は
機
能
ア
ッ
プ
を
さ
せ
る
改
良
復

旧
を
実
施
す
る
。

質
問   

治
水
安
全
度
に
つ
い
て

　
内
水
氾
濫
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
県
管

理
河
川
の
治
水
安
全
度
は
、
例
え
ば
浅
川
で

は
1
0
0
分
の
１
年
だ
が
、
統
一
し
た
基
準

の
も
と
に
設
定
さ
れ
る
べ
き
。
多
数
浸
水
被

害
が
生
じ
た
岡
田
川
、
聖
川
、
蛭
川
、
神
田

川
等
に
お
い
て
も
優
先
順
位
を
考
慮
し
つ
つ
、

少
な
く
と
も
浅
川
と
同
一
基
準
で
順
次
整
備
を
進
め

る
べ
き
。

答
弁
（
建
設
部
長
）

　
支
川
の
治
水
安
全
度
に
つ
い
て
は
、
想
定
氾
濫
区

域
内
の
人
口
、
資
産
な
ど
に
よ
る
重
要
度
や
、
合
流

先
と
な
る
河
川
の
治
水
安
全
度
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
さ

ら
に
は
、
そ
の
河
川
が
築
堤
河
川
か
掘
込
河
川
か
な

ど
の
河
川
形
状
、
過
去
の
災
害
履
歴
等
に
よ
り
各
支

川
ご
と
に
決
定
し
て
い
る
。
河
川
改
修
完
了
ま
で
に

は
長
い
期
間
が
か
か
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
支
川
で

は
目
指
す
べ
き
治
水
安
全
度
に
到
達
し
て
お
ら
ず
、

順
次
安
全
度
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
段
階
。
今
回
の

浸
水
の
主
な
要
因
は
千
曲
川
本
川
の
水
位
上
昇
に
よ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
再
度
災
害
防
止
の
た
め
に

は
千
曲
川
の
水
位
低
下
対
策
が
重
要
で
あ
る
。
今
後

の
治
水
対
策
と
し
て
は
、
現
在
検
討
中
の
緊
急
治
水

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
千
曲
川
の
抜
本
的
な
水

位
低
下
対
策
に
つ
い
て
県
と
し
て
も
積
極
的
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
支
川
に
つ
い
て
も
、
そ
の
河
川
が

有
す
る
特
徴
や
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
必
要
な
対
策

を
着
実
に
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
の
安
全
、

安
心
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

質
問   

治
水
安
全
度
に
つ
い
て
の
再
質
問

　
浅
川
の
治
水
安
全
度
は
1
0
0
分
の
１
年
に
対
し

て
、
聖
川
、
蛭
川
、
神
田
川
の
治
水
安
全
度
は
50
分

の
１
年
。
そ
し
て
、
今
回
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
岡

田
川
に
関
し
て
は
30
分
の
１
年
。
そ
れ
で
流
域
の
安

全
は
守
れ
る
の
か
。
ま
た
、
各
流
域
の
住
民
の
理
解

は
得
ら
れ
る
か
。

答
弁
（
建
設
部
長
）

　
全
て
の
河
川
を
高
い
水
準
に
整
備
す
る
こ
と
は
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
財
政
面
の
問
題
や
、
改

修
に
は
用
地
買
収
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
段
階
的
に
整

備
を
行
っ
て
い
る
状
況
。
提
案
の
支
川
に
つ
い
て
は
、

そ
の
河
川
が
有
す
る
特
徴
や
課
題
を
的
確
に
捉
え
、

対
策
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

質
問  
浚
渫
、遊
水
地
や
雨
水
調
整
施
設
整
備
に
つ
い
て

　
河
床
浚
渫
は
最
も
安
価
な
水
害
対
策
で
あ
り
、
早

急
か
つ
継
続
的
に
進
め
る
べ
き
。
ま
た
、
遊
水
池
や

雨
水
調
整
施
設
の
整
備
も
あ
わ
せ
て
進
め
る
べ
き
だ

が
、
物
理
的
、
財
政
的
な
課
題
は
あ
る
の
か
。

　
令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
穂
保
で
の
決
壊
と
浅
川
の
内
水
氾
濫
に
よ
り
、
長

沼
・
豊
野
地
区
で
は
未
曾
有
の
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
ま
り
報
道
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
篠
ノ
井

で
も
1
、7
0
1
軒
の
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
長
野
市
内
の
住
宅
被
害
4
、
0
2
1
軒
の
4

割
以
上
を
占
め
、
松
代
の
6
2
3
軒
と
合
わ
せ
る
と

市
内
の
6
割
近
く
が
南
部
で
の
被
災
で
す
。
（
令
和

元
年
12
月
13
日
時
点
の
長
野
市
把
握
に
よ
る
）

　
地
元
県
議
と
し
て
、
信
濃
川
水
系
河
川
の
一
刻
も

早
い
整
備
を
国
に
、
県
に
、
強
く
要
望
し
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

答
弁
（
建
設
部
長
）

　
浚
渫
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
２
月
補
正
か
ら
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急

対
策
に
よ
り
県
内
1
3
4
河
川
に
お
い
て
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
。
浚
渫
は
、
浸
水
被
害
を
防
止
、
軽
減

す
る
上
で
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
、
本
事
業
の

令
和
３
年
度
以
降
の
継
続
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
へ

要
望
し
て
い
き
た
い
。
遊
水
池
や
雨
水
調
整
施
設
に

つ
い
て
、
洪
水
時
の
流
水
や
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留

し
、
河
川
の
水
位
低
下
に
資
す
る
施
設
で
あ
り
、
治

水
対
策
、
流
域
対
策
と
し
て
有
効
な
も
の
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
に
よ
り
効
果
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
に
は
、
広
範
な
面
積
の
土
地
が
必
要
で
あ
り
、

流
域
の
市
町
村
や
地
権
者
の
協
力
と
理
解
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
施
設
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は

短
期
間
に
集
中
投
資
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
が

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

　
信
濃
川
水
系
の
水
害
対
策
は
、
流
域
全
体
を
通
し

て
の
総
合
的
、
抜
本
的
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

千
曲
川
本
川
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
支
川
に

お
け
る
堤
防
や
排
水
機
場
の
整
備
、
遊
水
池
の
整
備

に
お
け
る
農
地
へ
の
地
役
権
設
定
や
雨
水
調
整
施
設

整
備
に
お
け
る
個
人
、
企
業
の
協
力
な
ど
、
財
源
の

確
保
、
多
部
局
間
の
調
整
、
市
町
村
と
の
調
整
が
必

要
と
な
り
、
解
決
す
べ
き
課
題
も
あ
る
た
め
、
行
政

の
長
で
あ
る
知
事
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
考
え
る
。
今
後
の
取
り
組
み
に
お
け

る
知
事
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
期
待
を
込
め
て
伺
う
。

答
弁
（
知
事
）

　
県
民
の
安
全
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
我
々

県
行
政
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
。
今
回
、
19
号
災
害

を
踏
ま
え
て
、
こ
の
治
水
対
策
に
つ
い
て
も
改
め
て

し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。
先
般
、
千
曲
川
流
域
の
市
町
村
、
国
、
県
と

共
同
で
信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
会
議
を
開
催
し

た
。
こ
の
場
に
お
い
て
、
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
策
定
し
て
、
総
合
的
な
治
水
対
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
引
き
続
き
、
国
や
市
町
村

と
も
十
分
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
方
の

御
意
見
も
十
分
伺
い
な
が
ら
、
千
曲
川
本
川
の
水
位

低
下
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
加
え
て
、
支
川
の
内
水

氾
濫
対
策
等
に
つ
い
て
も
対
応
し
て
い
く
。

11
月
定
例
会
で
、
台
風
19
号
災
害
か
ら
の

　
　
　
　復
旧
と
再
発
防
止
策
を
提
言
し
ま
し
た
。
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令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ
る
甚
大
な
被
害

を
受
け
、国
、県
、流
域
市
町
村
が
連
携
し
、「
信

濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
概
ね
5
年
間
で
「
再
度
災
害
防
止
・
軽
減
」、

「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」、「
社
会
経
済
被
害
の
最
小

化
」
を
目
指
し
、
令
和
9
年
度
ま
で
に
千
曲
川

本
川
か
ら
の
越
水
等
に
よ
る
家
屋
部
の
浸
水
を

防
止
す
る
た
め
の
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

  

河
川
に
お
け
る
対
策
　

　
全
体
事
業
費 

… 

約
1
、
2
2
7
億
円

　
災
害
復
旧 

…
… 

約
2
1
4
億
円

　
改
良
復
旧 

…
… 

約
1
、
0
1
3
億
円

　
事
業
期
間 

…
… 

令
和
元
年
〜
令
和
9
年
度

　
目
　
　
標

　
　【
令
和
6
年
度
ま
で
】

　
　
　
台
風
第
19
号
洪
水
に
お
け
る

　
　
　
・
千
曲
川
本
川
の
大
規
模
な
浸
水
被
害

　
　
　
　
が
発
生
し
た
区
間
等
に
お
い
て
越
水

　
　
　
　
等
に
よ
る
家
屋
部
の
浸
水
を
防
止

　
　
　
・
信
濃
川
本
川
の
越
水
等
に
よ
る
家
屋

　
　
　
　
部
の
浸
水
を
防
止

　
　【
令
和
9
年
度
ま
で
】

　
　
　
台
風
第
19
号
洪
水
に
お
け
る

　
　
　
・
千
曲
川
本
川
か
ら
の
越
水

　
　
　
　
等
に
よ
る
家
屋
部
の
浸
水

　
　
　
　
を
防
止

　
対
策
内
容
　
河
道
掘
削
、
遊
水
地
、

　
　
　
　
　
　
堤
防
整
備
・
強
化

  

流
域
に
お
け
る
対
策 

　
・
た
め
池
等
既
存
施
設
の
補
強
や

　
　
有
効
活
用

　
・
田
ん
ぼ
ダ
ム
を
活
用
し
た
雨
水

　
　
貯
留
機
能
の
確
保

　
・
学
校
グ
ラ
ン
ド
な
ど
を
活
用
し

　
　
た
雨
水
貯
留
施
設

　
・
排
水
機
場
等
の
整
備
、
耐
水
化

　
　
の
取
り
組
み

　
・
防
災
拠
点
等
の
整
備

  

ソ
フ
ト
対
策 

　
・「
ま
ち
づ
く
り
」
や
住
ま
い
方
の
誘
導
に

　
　
よ
る
水
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
検
討

　
・
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及

　
・
公
共
交
通
機
関
と
の
洪
水
情
報
の
共
有

　
・
住
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
の
強
化

　
ま
た
、
国
で
は
、
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
を

創
設
し
、
令
和
2
年
度
か
ら
5
年
間
、
地
方
自

治
体
が
行
う
浚
渫
に
対
し
充
当
率
1
0
0
％
で

70
％
の
交
付
税
措
置
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
本
県
で
は
、
令
和
元
年
度
2
億
円
だ
っ
た

浚
渫
予
算
を
20
億
円
に
し
て
対
応
し
ま
す
。

　
要
望
し
た
方
向
で
治
水
対
策
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
安
全
の
た
め
予
算
が
有
効
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
地
元
議
員
と
し
て
声
を
大
に
し
て

提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

所属会派／改革・創造みらい　長野県庁議会棟　tel. ０２６-２３２-００８７ 　fax. ０２６-２３１-５５９２　会派HP　　　　　　　　　　　　  E-mail : info@kaikakumirai.com改革・創造みらい 検索

編集
後記

望月義寿事務所
〒388－8005 長野市篠ノ井横田558
■ FAX 026-213-4468
■ http://motiduki.info/
■ E-mail  motiduki@mti.biglobe.ne.jp

信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
！

さ
ら
に
一
般
質
問
に
て

 

令
和
元
年
6
月
定
例
会
一
般
質
問

　

●
通
学
路
の
安
全
対
策
全
般
と
、
辰
巳
新
道
の

改
修
に
つ
い
て
、
子
ど
も
達
の
安
全
の
た
め
、

早
急
な
整
備
を
進
め
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し

た
。

●
河
川
の
防
災
対
策
と
し
て
、
岡
田
川
の
排
水

機
場
の
整
備
と
支
障
木
の
伐
採
・
河
床
の
浚

渫
に
つ
い
て
、
早
急
な
機
場
整
備
と
継
続
的

な
河
床
浚
渫
・
支
障
木
の
伐
採
を
求
め
ま
し

た
。

　
　
岡
田
川
に
排
水
機
場
が
あ
れ
ば
、
今
回
の

浸
水
被
害
が
あ
れ
ほ
ど
多
大
で
な
か
っ
た
こ

と
を
思
う
と
、
整
備
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た

こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

●
過
労
死
レ
ベ
ル
に
あ
る
教
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
と
児
童
・
生
徒
の

学
力
向
上
、
よ
り
良
い
育
ち
の
た
め
の
、
教

員
の
働
き
方
改
革
と
担
任
の
責
任
に
つ
い
て
。

子
ど
も
達
の
学
び
・
育
ち
の
た
め
に
も
、
教

員
の
過
重
労
働
解
消
の
た
め
に
も
、
働
き
方

　
一
年
目
は
、
私
が
農
業
関
係
議
員
で
あ
る
こ

と
と
森
林
環
境
譲
与
税
元
年
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
農
政
林
務
委
員
会
に
所
属
し
ま
し
た
。
委

員
会
に
お
け
る
主
な
質
問
は
次
の
通
り
で
す
。

【
農
政
関
係
】

  

● 

中
山
間
地
域
農
業
直
接
支
払
事
業
へ
の
支
援

　
と
技
術
指
導

  

● 

有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
減
容
化
装
置
の
提
案

  

● 

輸
出
に
関
し
て
の
農
家
手
取
り
向
上
対
策

  

● 

新
品
種
の
県
外
流
出
対
策

  

● 

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
と
導
入
に
あ
た
っ
て

　
の
採
算
に
つ
い
て

  

● 

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
予
算
確
保
に

　
つ
い
て

  

● 

技
術
職
員
の
確
保
と
市
町
村
へ
の
派
遣

  

● 

排
水
機
場
の
浸
水
対
策
と
遠
隔
操
作
導
入

  

● 

揚
水
機
場
や
頭
首
工
の
復
旧

  

● 

農
作
業
の
人
材
確
保
策
を
提
案

  

● 

農
福
連
携
推
進

  

● 

農
林
水
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
条
例

【
林
務
関
係
】

  

● 

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て

  

● 

林
業
大
学
校
男
子
寮
建
て
替
え
に
当
た
っ
て

　
の
個
室
化

  

● 

林
業
大
学
校
の
定
員
増

改
革
と
学
校
現
場
へ
の
教
員
の
増
員
を
求
め

ま
し
た
。

 

令
和
元
年
9
月
定
例
会
一
般
質
問

　

●
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
市

町
村
や
施
設
で
の
事
務
作
業
の
煩
雑
化
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
県
の
支
援
を
求
め
る
と
共

に
、
国
に
対
し
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子
育

て
・
子
育
ち
支
援
策
と
な
る
よ
う
要
望
す
る

よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

●M
IC
E

誘
致
促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
。

M
IC
E

（
マ
イ
ス
）と
は
、企
業
等
の
会
議

（M
eeting

）、
報
奨
・
研
修
旅
行（
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
）、国
際
機
関
・
団
体
、学

会
等
が
行
う
国
際
会
議 

（C
onvention

）、

展
示
会
・
見
本
市
、
イ
ベ
ン
ト（Exhibition 

/ Event

）の
頭
文
字
を
使
っ
た
造
語
で
、そ

の
経
済
効
果
か
ら
近
年
誘
致
合
戦
が
過
熱
化

し
て
い
ま
す
。令
和
元
年
度
か
ら
始
め
た
制

度
で
す
が
、
上
限
1
0
0
万
円
で
は
他
県
に

太
刀
打
ち
で
き
な
い
こ
と
か
ら
増
額
や
国
内

全
国
大
会
も
対
象
に
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し

た
。

農
政
林
務
委
員
会
で
の
質
問

←
千
曲
川
堤
防
越
水
箇
所
の
被
害
状
況

　を
現
地
調
査
で
説
明
。

→
小
森
第
一
排
水
機
場
も
冠
水
し

　機
能
停
止
。

県議1年目の委員会は農政林務委員会に所属し、活動しました。
長野市議会議員として3期12年務めさせていただきましたが、市政と県政では違うことも多々あ
り、戸惑うことも多かった1年でした。
これからの1年は、危機管理建設委員として、危機管理の推進や県道・河川の整備・治山を進め、
安全で安心して故郷に住み続けられる地域社会づくりのために尽力してまいる所存です。
現場重視で活動していますが、広い長野県、まだまだ現状を把握していない地区も多々あります。
解決に向け、全力で頑張ってまいりますので、ご意見・ご要望を、ぜひ、お寄せください。


